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ショゥジョゥバェの行動,

突然変異の解析研究および
行動遺伝学に関する国際集
会出席のため

国際磁気圏観測シンポジウ
ムおよび第17回 国際測地学
・地球物理学連合総会出席
のため

第17回国際測地学・地球物
理学連合総会および国際磁
気圏観測シンポジウム出席
ならびに会議運営準備のた
め

プラズマ非線形現象に関す
る日ソ合同セミナー出席の
ため

第 3回 イン ド時間生物学会
議出席および内分泌学に関
する研究連絡のため

第17回国際浪l地学・地球物
理学連合総会出席のため

第17回 国際測地学 e地球物
理学連合総会出席のため

第17回 国際測地学・ 地球物
理学連合総会出席のため

アメ リカ動物学会シンポジ
ゥム「魚類の発生生物学」
出席および発生生物学に関
する研究打合せのため

第17回国際測地学・ 地球物
理学連合総会出席のため

尽柩憾瞑ず″黙長3
クス連合間委員会出席のため

プラズマ物理学,計算機 シ
ュ ミレーションに関す る共
同研究のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子 と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子 と電磁波動の到来
方向調査のため

カナダ地域における磁気圏
入射粒子と電磁波動の到来
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昭和54年 4月 16日 付 授与者

論  文  題  目

ヘッケ作用素の固有地とカスプ形式のピリオ ド

李警警養|ぱr歩

=繹
冨器男

螂の産生する酸性プロテイ

強磁場下の半金属における異常な輸送現象の研究

白馬座ループからの軟X線スペクトル

日本最初の1超長基線電波干渉計実験

突然1変異性無機物質による′ヽムスター細胞の試験管内形態転‐換と

染色体異常

昭和54年 5月 14日付 授与者

太陽フレアーに伴う高温ループ内のガスカ学と熱的輻射

カニタサにおける生殖器分イヒを制御する天然の活性物質

線型関数微分方程式の漸近的性質

複素領域における線型偏微分方程式の特異点をもつ解の積分表現

画像分割における領域験 出法に対する新しい試み……階層的マー
ジ法と最小張木縦断アルゴリズム

1  不規則重力波の非線形特性

静的および衝撃波条件の超高圧下での弾性波速度の測定

表面活性剤溶液中における葉緑体チラコイ ド膜の

性質に関する研究

昭和 54年 6月 11日 付 授与者

嵩  偏‐向系の電子光学に関する研究相 馬
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俊 夫:

―様磁場中でのレーザー生成プラズマの挙動‐プラズマ不安定性

ニューロンのタロマナンにおける、DNA離 の研究

ニツジン暑華鰈 にお|け る不定胚形成の研究

ラングミューア多分子アセツプリー蒲腱における構造疲存‐
キャリア輸送‐

1鑢度空白撥にもともく1'78年 メキッコー
大地震の予知

結晶‐中の陽電子消灘 おける1結轟格子の議効果 :
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